
大人の仲間入りとなる昔の「元服」に

ちなんで、立志式が行われました。

市内の中学２年生全員が将来の夢

に向かって目標を定め、志を立てま

した。

2013
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▲ 立志式（都路中学校代表）
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各委員会報告…………………
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田
村
地
方
の
夜
間
に
お
け
る
急
病

患
者
に
対
し
、
応
急
的
な
診
療
を
行

う
田
村
地
方
夜
間
診
療
所
を
設
置
す

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

・
名　

称　

田
村
地
方
夜
間
診
療
所

・
場　

所　

船
引
町

　
　
　
　

船
引
字
源
次
郎
68
番
地
２

・
診
療
日　

平
日
の
夜
間　

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
10
時

（
受
付 

午
後
７
時
か
ら
９
時
30
分
）

・
診
療
科
目　

内
科
及
び
小
児
科

　

平
成
24
年
度
田
村
市
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
。）

 
12
月
定
例
会　

平
成
24
年
12
月
定
例
会
が
12
月
4
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冨
塚
市
長
よ
り
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
24
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
提
出
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

田
村
地
方
夜
間
診
療
所

条
例
の
制
定

平
成
24
年
度
補
正
予
算

■特別会計及び水道会計補正予算
会計名称 補正額（補正後予算総額）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 893万4千円増（48億8,350万8千円）

介 護 保 険 （総額を変更せず、歳出区分の変更）

農業集落排水事業 151万3千円減（2,596万4千円）

公共下水道事業 8,294万7千円減（8億2,445万2千円）

授 産 場 事 業 533万4千円減（6,211万7千円）

診 療 所 事 業 6万8千円減（2億4,681万5千円）

水道事業会計 4,936万1千円減（11億150万7千円）

■一般会計補正予算
補 正 額

（補正後予算総額） 補 正 の 主 な 理 由

7,688万9千円増
（268億9,688万円）

歳入…地方交付税、県支出金等の増額、繰入金、
　　　市債等の減額 
歳出…総務費、民生費、衛生費等の増額、商工費、
　　　土木費、教育費等の減額
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定例会で審議された主な議案
●議員発議
•  2013 年度の教育予算の拡充と教職員定数の改善
を求める意見書の提出について
　　　　　　　　　　　　（提出者　石井忠治議員）

◆補正予算
• 平成 24年度田村市一般会計補正予算（第 4号）、
　６特別会計及び水道事業会計補正予算（第 3号）

◆その他の議案
• 田村市役所本庁舎建設建築主体工事請負契約につ
いて
• 田村市役所本庁舎建設電気設備工事請負契約につ
いて
• 田村市役所本庁舎建設機械設備工事請負契約につ
いて
• 財産の取得について
• 和解及び損害賠償の額を定めることについて

◆条例の制定
• 田村地方夜間診療所条例

◆条例の一部改正
• 田村市防災会議条例
• 田村市災害対策本部条例
• 田村市暴力団排除条例
• 田村市減債基金条例
• 田村市消防団設置等に関する条例

すべて、原案のとおり可決

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

決
算
上
の
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第
233
条
の
２

に
基
づ
き
、
剰
余
金
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
な

い
で
基
金
に
編
入
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

消
防
組
織
法
の
消
防
団
を
設
置

す
る
根
拠
条
文
が
第
９
条
か
ら
第

18
条
第
１
項
に
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
根
拠
条
文
を
改
正
す
る
と

と
も
に
、
田
村
市
消
防
団
の
現
状

に
鑑
み
、
団
員
の
資
格
要
件
か
ら

市
内
居
住
要
件
を
削
除
す
る
ほ
か
、

田
村
市
の
18
歳
到
達
人
口
の
減
少

や
消
防
団
入
団
者
数
の
減
少
傾
向

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
４
月
１
日

よ
り
団
員
定
数
を
１
，
５
５
９
人

か
ら
１
，
４
１
２
人
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
11
月
13
日
に
入
札
を

行
っ
た
工
事
請
負
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
（
予
定
価

格
１
億
５
千
万
円
以
上
）
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

▼
田
村
市
役
所
本
庁
舎
建
設
建
築
主

　

体
工
事

　

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　

17
億
５
，
９
８
０
万
円

　

　

間
・
富
士
・
三
和
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　

株
式
会
社　

間
組　

東
北
支
店

　

常
務
執
行
役
員
支
店
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
尾　

守

▼
田
村
市
役
所
本
庁
舎
建
設
電
気
設

　

備
工
事

　

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　

４
億
７
，
２
５
０
万
円

　

　

東
新
電
気
・
三
輪
電
設
・
三
浦
電

　

設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　

東
新
電
気
工
業　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

先
崎
元
勝

▼
田
村
市
役
所
本
庁
舎
建
設
機
械
設

　

備
工
事

　

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　

４
億
８
，
６
１
５
万
円

　

　

大
和
田
・
伸
和
特
定
建
設
工
事
共

　

同
企
業
体

　

代
表
者　

　

株
式
会
社　

大
和
田
設
備
工
業

　

代
表
取
締
役　

大
和
田
一
男

　

平
成
24
年
11
月
13
日
に
入
札
を

行
っ
た
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
（
予
定

価
格
２
千
万
円
以
上
）
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

▼
小
・
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
の
取
得

　

小
・
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
機
器　

一
式

　

指
名
競
争
入
札

　

６
，
０
１
６
万
５
千
円

　

有
限
会
社　

サ
ト
ウ
事
務
機
器

　

代
表
取
締
役　

佐
藤
重
藏

田
村
市
暴
力
団
排
除
条
例

の
一
部
改
正

田
村
市
減
債
基
金
条
例
の

一
部
改
正

田
村
市
消
防
団
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

工
事
契
約
を
決
議

契
約
方
法

契
約
金
額

契
約
業
者

財
産
の
取
得
を
決
議

契
約
方
法

契
約
金
額

契
約
業
者

契
約
方
法

契
約
金
額

契
約
業
者

取
得
動
産

取
得
方
法

取
得
金
額

契
約
業
者
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3月定例会が開催されます

代 

表 

質 

問

代 

表 

質 

問

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
12
月
定
例
会
に
お
い
て

行
わ
れ
た
代
表
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

　

３
会
派
３
人
の
議
員
よ
り
、
市
政
に
対
す
る

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２月１５日（金） 本 会 議
初日（招集日） 
・会期の決定 
・提案理由の説明　等

議 　 　 　 場

２月１６日（土） 休 会
２月１７日（日） 休 会
２月１８日（月） 休 会 （議案調査）
２月１９日（火） 休 会 （議案調査）
２月２０日（水） 本 会 議 代表質問 議 　 　 　 場
２月２１日（木） 本 会 議 一般質問 議 　 　 　 場
２月２２日（金） 本 会 議 一般質問 議 　 　 　 場
２月２３日（土） 休 会
２月２４日（日） 休 会
２月２５日（月） 休 会 （議案調査）

２月２６日（火） 本 会 議 総括質疑 
議案の常任委員会付託 議 　 　 　 場

委 員 会 各常任委員会審査 各 委 員 会 室
２月２７日（水） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
２月２８日（木） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
３月　１日（金） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
３月　２日（土） 休 会
３月　３日（日） 休 会
３月　４日（月） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
３月　５日（火） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
３月　６日（水） 委 員 会 予算常任委員会審査 各 委 員 会 室
３月　７日（木） 休 会 事務整理

３月　８日（金） 本 会 議
最終日 
・各常任委員会審査結果報告 
・議案等の質疑、討論、採決

議 　 　 　 場

　３月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は
一般に公開され、どなたでも傍聴できます。
　なお、正式には定例会初日に決定されるため、変更に
なることもあります。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

田村市議会事務局　TEL７７－２２６１　FAX ７７－２３９３

３月定例会の開催日程（予定）

12 月定例会において、陳情１件を審議し採択しました。
また、その陳情に基づく意見書を議決し政府関係機関へ提出しました。

○「2013年度の教育予算の拡充と教職員定数の改善を求める意見書提出」方の陳情 【採択】

　陳情者　福島県教職員組合
　　　　　中央執行委員長　
　　　　　五十嵐史郎　ほか１名

陳  情

12月定例会は、延べ39人の方が
傍聴されました。
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代表質問代表質問

質 

問
　
市
長
の
卓
越
し
た
先
見
性
と
そ

の
行
政
手
腕
を
高
く
評
価
し
、
な
お

一
層
厳
し
さ
が
増
す
、
行
財
政
運
営

や
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
、
山
積
す

る
重
要
課
題
解
決
に
向
け
、
引
き
続

き
市
政
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
選
挙

へ
の
出
馬
に
対
す
る
決
意
を
伺
い

ま
す
。

回 

答
　
過
般
の
市
議
会
９
月
定
例
会
に

お
い
て
、
民
政
会
の
大
和
田
博
議
員

か
ら
、
改
選
に
向
け
た
考
え
方
を
問

う
代
表
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
折
に
、
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
に
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
２
期
目
の
市
政
方
針
に
基

づ
く
各
種
事
務
事
業
の
着
実
な
推

進
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
が
、
残
さ
れ

た
任
期
中
に
果
た
す
べ
き
責
務
で

あ
る
と
申
し
上
げ
、
ま
た
身
の
処
し

方
は
、
皆
様
の
意
見
を
伺
い
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　
残
る
３
カ
月
余
り
の
あ
い
だ
、
議

会
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
賜
り

な
が
ら
、
市
政
の
進
展
と
市
民
福
祉

の
向
上
、
そ
し
て
復
興
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
吉
田
豊
議
員

か
ら
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
に
及
ぶ

市
政
運
営
と
取
り
組
ん
だ
施
策
に

対
し
、
過
分
な
る
評
価
に
あ
ず
か

り
、
３
期
目
の
出
馬
の
要
請
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
吉
田
議
員
の
熱
い
思
い
を
真

摯
に
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

次
第
で
す
。

　
不
意
に
襲
っ
た
原
発
事
故
に
よ

り
、
広
が
る
ば
か
り
の
放
射
能
に
対

す
る
不
安
や
、
い
わ
れ
な
い
風
評
被

害
と
向
き
合
い
な
が
ら
暮
ら
さ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
、
正
に
不
条
理
と

も
い
え
る
現
実
を
前
に
し
て
、
何
よ

り
も
今
は
元
通
り
の
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
と
す
る
、
皆
様
方
の
声
に
誠
実

に
耳
を
傾
け
つ
つ
熟
慮
を
重
ね
た
先

に
、
我
が
歩
む
べ
き
道
は
そ
こ
に
あ

る
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
す
な
ら
ば
、
ふ
る
さ

と
田
村
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
①
次
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

は
。

②
次
年
度
の
重
点
事
業
は
。

③
次
年
度
新
規
及
び
復
旧
・
復
興

関
連
事
業
は
。

④
国
の
地
方
財
政
計
画
の
遅
れ
に

よ
る
本
市
予
算
策
定
へ
の
影
響

は
。

⑤
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
見
直

し
事
業
は
。

回 

答
①
田
村
市
震
災
等
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
、
復
旧
・
復
興
枠
に
よ

り
、
生
活
の
早
期
回
復
を
目
指
す

と
と
も
に
、
総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
の
総
仕
上
げ
を
念
頭
に
置

い
た
新
た
な
飛
躍
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
の
着
実
な
実
現
と
、
組
織

機
能
の
効
率
化
や
事
務
事
業
の
見

直
し
、
施
設
の
民
間
委
託
な
ど
を

定
め
た
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
新
年
度

は
前
年
度
予
算
額
を
基
準
に
、
特

殊
要
因
な
ど
を
勘
案
し
た
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
の
要
求
上
限
額
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
予
算
総
額
は

復
旧
・
復
興
枠
を
除
き
、
前
年
度

の
通
常
分
を
下
回
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

②
復
旧
復
興
に
向
け
た
施
策
を
最

優
先
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
新
庁
舎
建
設
事
業
や

教
育
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
道
路

改
良
や
生
活
道
路
の
補
修
な
ど
を

重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
着
実
な

進
捗
を
図
る
考
え
で
す
。

③
復
旧
・
復
興
枠
を
含
む
事
業
も

あ
り
、
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

を
勘
案
し
、
財
政
調
整
基
金
の
活

用
も
視
野
に
取
り
組
む
事
業
を
選

別
し
予
算
に
反
映
す
る
考
え
で

す
。

④
国
の
予
算
編
成
の
動
向
が
流
動

的
で
あ
る
た
め
、
本
市
の
歳
入
の

40
％
以
上
を
占
め
る
地
方
交
付
税

を
初
め
、
地
方
譲
与
税
や
各
種
交

付
金
な
ど
の
正
確
な
見
積
も
り
に

支
障
を
来
た
し
て
は
い
る
が
、
的

確
な
情
報
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
歳
入
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

⑤
現
時
点
で
は
、
具
体
化
に
至
っ

て
い
な
い
事
業
も
あ
る
が
、
ロ
ー

リ
ン
グ
に
よ
り
廃
止
し
た
事
業
は

あ
り
ま
せ
ん
。

政
友
会
　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

民
政
会
　
大
和
田
　
博
　
議
員

次
期
市
長
選
挙
へ
の
立

候
補
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
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質 

問
　
最
重
要
施
策
は
何
か
。

回 

答
　
原
発
事
故
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
に
、
除
染
や
生
活

支
援
な
ど
除
染
実
施
計
画
と
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
す
べ
て
の
事
業
を

最
重
要
施
策
と
捉
え
、
復
旧
・
復
興

に
全
力
で
取
り
組
む
考
え
で
す
。

質 

問
①
農
業
の
風
評
被
害
の
軽
減
を
図
る

に
は
。

②
西
部
工
業
団
地
周
辺
の
拡
張
は
で

き
な
い
の
か
。
　

回 

答
①
消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
農
産
物

を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
ほ
か
、
首
都
圏
な
ど
Ｐ
Ｒ
効
果

の
高
い
消
費
地
に
お
け
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
も
努
め
る
考
え
で
す
。

②
工
場
誘
致
に
は
、
面
積
に
課
題
が

あ
り
、
西
部
工
業
団
地
周
辺
の
拡
張

に
つ
い
て
県
に
要
望
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質 

問
①
国
・
県
は
災
害
復
興
を
促
進
さ
せ

る
た
め
国
道
288
号
を
重
要
路
線
と
し

て
い
る
が
、
バ
イ
パ
ス
工
事
の
見
通

し
は
。

②
船
引
の
源
次
郎
線
か
ら
常
葉
の
西

向
ま
で
の
工
区
の
復
活
は
で
き
な
い

の
か
。

回 

答
①
１
工
区
は
施
工
中
で
あ
り
、
平
成

26
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
船
引
町
鐙
ヶ
池
か
ら
西
向
地
内
ま

で
の
３
工
区
つ
い
て
は
、
国
県
道
の
整

備
の
進
捗
や
震
災
の
復
旧
な
ど
に
よ

り
、
交
通
量
は
確
実
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
２
工
区
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
復
活
を
要

望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
長
谷
川
　
元
行
　
議
員

一 

般 

質 

問

一 

般 

質 

問

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
12
月
定
例
会
に
お
い
て

行
わ
れ
た
一
般
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

　

９
人
の
議
員
よ
り
市
政
に
対
す
る
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

代表質問代表質問

来
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

請願・陳情について

　請願とは、憲法第 16条に規定された国
民の権利として、公の機関に対して要望を
述べる行為で、必ず紹介議員を要しますが
誰でも提出することができます。
　陳情とは、事実上の行為として議員の紹
介なしで提出するものです。 

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　定例会前の議会運営委員会開催日

（概ね開会日の３日前）の前日午後

５時までに議会事務局へ直接提出し

てください。

※意見書提出を求める場合は、意見

　書の案文を添付願います。

請願（陳情）書

田村市議会議長

○○○○　様

　請願者　住所　○○○○○○○○

（陳情者）氏名　○○○○○印

紹介議員　○○○○○（署名又は押印）

請願（陳情）  要旨　○○○ ・・・・

請願（陳情）  事項　○○○ ・・・・

※陳情の場合は不要

（件名）　○○○○について

年　月　日




